
論叢
第122巻 第1・2号

褒 辞

故 小 島 昌 太 郎 名 誉 教 授 遺 影 お よ び 略 歴

TheOrientalBankCorporation,1851-84年(下)

… ・… … ・・… … … … … … … … … ・・… … … … … … ・本 山 美 彦

ドイ ツ 第 二 帝 制 に お け る1879年 の 政 策 転 換 に

関 す る 一 研 究 … ・… ・・… … … … … … … … ・… … ・・野 田 敬

労 働 者 の 生 活 時 間 構 造 と 余 暇 … … ・… ・・… ・… ・・… 福 島 利 夫

資 本 主 義 社 会 に お け る 老 人 の 生 存 権 に つ い て … 小 川 和 憲

ゴ エ ル ロ 計 画 の 方 法 と 発 表 後 の 経 過 ・… … ・・… … 中 江 幸 雄

追 憶 文

小 島 昌 太 郎 先 生 を 憶 う … ・… ・… … … … ・… … … … 堀 江 保 蔵

小 島 昌 太 郎 先 生 を 偲 ぶ ・… … ・… … … … … … ・… … 中 谷 實

1

3

5

8

6

2

4

6

8

111

114

昭和53年7・8月

:東郊:大 岸 紐ii齊.學 倉



小島 昌太郎先生を偲ぶ

中 谷 實

昭 和五十三年六 月十一 日,京 都大学 名誉教 授小島 昌太郎先生は,九 十年五 ケ月の生涯

を閉 じられ た。私 が京都 帝国大学 の学生 として先生 の講筵 に列 したのは,先 生が経 済学

部 の教授 に任ぜ られた早 々の頃 で,年 齢四十 に満たぬ少壮 気鋭の時代であ った。 風貌 温

和 な紳士 であ ったが∫燃 えさが る学 問 えの情 熱は,聴 講学生 を魅 了 し,私 自身 もこれに

引かれて先生の演習に参 加を願い出たのであ る。

先 生の学 問を論ず ることは僣 越の極 みであ るが,先 生 は学 問の世界において,未 開の

分野 に新 らしい学 問体系 を築 き上 げてゆ くと研 う面で;素 晴 らしい才 能を持 ってお られ
　

たよ うに思 えるのである。先生 の専 門は保険 ・海 運の領域 か ら始 まつでいるが,わ が国

で,一 つの学問体系 としての腺険論 や海 運論が確 立 し,単 な る技 術論 か らの脱皮 に成 功

したのは,小 島先生 の業 績に俟つ ところが極 めて大 きい と思われ る。 先生 は よく,講 義.
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の合 間に,学 問 の性質を.論ぜ られ,Wisse臨haft.「Lehreお よびKundeに つい て話 さ

れたが,そ れは,保 険論や海運論を研究せちれ る過程で,つ ね にその学問的性格 を意識

して お られ たた あではなか ろ うか と考 え られ る。 また当時,'経 済学 に属す る各分野 で,

それ ぞれが連繋 もな く独立 して研究 され てきた従来 の傾 向}ζたい して,強 い反省 が現 わ

れ,す べ ての分科学 は,そ のル ーツに遡 ってか そ こか ら基礎的経済理 論 との関連 を失 わ

ず に研究 を進 めるべ きだ,と い う朔 高 くな ・た・ 「QO噸 の下 に」とい うよ うな運

動が,経 済学 の世界 に も現 われて きたのであ る。 そ して小島先 生の保 険論 や海運論は.

逸早 くこの傾向を採 り入れて大 成せ られた もの とい えるだ ろう。.

先 生は さらに,講 義 の中で も 「何 で も屋 の コーラー」を引合い に出 され ることが瞑 々

あ ったが,そ れは,何 で も彼 で も手当 り次第 に本を読み,手 当 り次第 に色 々な研究 に着

手す ることを奨め られた のでは.ない。 一 つの 目標 に向 って研究 を潭 め てゆ くうちに.何

らかプつの問題を究明 しなくて は,そ の後 の研究 を継続 で きないよ うな場合 があ り,こ,

の問題を究 明してゆ くうちに,他 の研究領填 に星 をふ み入れ ている ことが多 い ことを述

べ られた のであ る。 先生.自身 も,保 険 の社会経済 的な本質が金融機関 たる こと.から,社

会 におげ る資金循環 の仕組み に興味 を もたれ,金 融論.とくに金融 の流 通経済 的把 握に憂

き身 をや つされ るよ うにな った。 私 が先生 の もとで,も っとも多 く教 えを うけ.ま た無.

礼 に批判 がま しい暴言を吐いたの もこの頃であ る。 大 著 「金融 論」を御執筆の頃 は,先

生 もすで に老切 三入 りかけ られ,無 理 なお仕事は お案 隣申してし.、たの であ否が,そ のお

仕事 ぶ りを拝見 して,壮 年時,保 険本質論や海連 同盟論 を御執筆 の時 は,如 何ば か り激

しい情熱 を傾 け られたか とお察 し申した次第 である。 さ.らにまた,先 生 ぽ,経 済学4)領

域か ら経営学 にまで研究領域 を拡 げ られ,そ の研究室か ら発 刊された 『経営 と経 済』 は.

わが 国における経営学勃興 の時運 に乗 って,斯 学 の興隆 に貢献 し,多 くの優れた学徒 を

養成せ られ たのである。

学 者 としての小島先生 については,到 底 ここに書 き尽 せ る も'のでは ない。 広般 にしで

深遠なその学識 もさること.なが ら,先 生 の鋭い洞察力 と新 ら.しい智識体系 を組立 でる点
　

での素晴 らしい才能 とは,こ んに ちの経済学界 におい ても っと も渇望せ られ る ものの一

つではなか ろ うか。い うまで もな く,こ ん にちの世界 には,日 成 の経済理論で は到底説

明 し切れ ない現象が多い。 た とえ麟不況 に沈み行 きなが ら物価が高 く上昇 してゆ くスタ

グフレーシ ョンの過程 など,経 済以外 の原因 に藉 口して,経 済学 の責任 を免れ た と考 え

る ものは いないだろ う。 も.しも小 島先生 に見 られ たよ うな頭脳 と才能 とが.こ んにちの

経済学界 に活躍 したな らば と想像す る とき,先 生 の御 逝去 は返す がえす も残念であ る。

小 島先生 は また,そ の才能 とお人柄 との故に,数 多 くの優 れた弟 子た ちに恵 まれ られ
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た 。 京 都 大 学 で の 後 継 者 だ.フた 佐 波 宣 平 教 授 を は じめ ,保 険 ・海 運 ・航 空 等 のほ か 金

融 ・経 営等先生の全 学問領域 に亘 って,有 数 の学徒が根 を張 り稜葉を のば してい た。 そ

の人脈は まことに壮 麗を きわめた もので ある
。 ところが,そ の優秀な後継者 のうちか な

りの数に上 る人達が..巳 に早 く黄 泉の客 とな られていた ことは,晩 年 の小島先生 にとっ

て唯一 つの 淋 しい ことで なか った ろうか。 弟 子達 の告 別式 に 列せ られた ときの 先生 の

御 婆 に・何 か しら憂 愁のお気持 を感 じとワた のは私 のみではあ るまい
。 小島先生を して

「○ ○君 が また先に逝 った」 と嘆か しめたのは,一 つには先生の長寿 によるものであ る

が.そ の長寿 は,ま った く健康 にたいす る細 心の御 注意に よるものであ
った。 先生は生

来,む しろ蒲柳 の質 と承 っていたのであ るが
,そ の先生 が九十年 の人生を生 きられ,学

界1こ優れ た大業 を成 しとげ られ た とい うことは,後 に続 くものに とって,こ の上 な き刺

戟 であ り生 きた教訓 になるだろ う。

先生 の恩恵 に浴す る ものは,学 界 に生 きる もののみ ではない
。 先生 の演習 に参加し た

ものは・み な獅 と学年 と.の蘇 を柔 媚 えて
.家 族的 な燗 関 係を動 出 し,知 らぬ

間 に小島先生 の性格 その ものを身 につけ るよ うにな った
。 開放的で物事 に こだ わ らず,

社 会 に出て も人か ら好感 を持たれ,こ のことがその人生 にと って大 きなプ ラスにな った

のであ る。

い ま,小 島先生の御逝去 に直面 し
,悲 しみの中に も私は,先 生が大学人 と して もっ と

も幸福 な時代を生 きられた とい う.せ めて もの慰め を禁 じえない のであ る
。先生 ご自身

も,屡 々自分の京大 生活が,そ の歴 史を通 じて もっとも幸福 な時代だ
った と,述 懐 され

ていたが.事 実当時 ほ,学 問研究上 の悩みや苦 しみはあ
って も希望のあ る苦 しみであ り,

社 会的な悩みはなか ったのであ る。 ところが こんに ちの ように
,価 鞭 が醸i。 分裂 し

て くる と,大 学 人はそ こか ら起 る秩序 の破壊 と闘わねばな らず
,静 かに象牙 の塔 に閉 じ

寵 って,専 門分野 の研究 に沈潜 しているわけにはゆかな くな る。 それだけ大学 人の負担

は増 し,新 たな苦悩 を背 負わね ばな らな くな るのであ る
。 この ことは,独 り社 会科学 の

分野 のみな らず汰 な り小な り人文科.学粕 然科学 の分野 ・r槻 わ才・るものであ
。て,

それ ぞれの研究 を阻害す る ことに もな ゆかね ないが,ま た こうした苦悩 の体験 か ら,新

らしい学問体系 を築 き上 げる ヒン トを拒 み とる こともで きるだろ う
。

京都大学経済学部 は,そ の前身 たる法科大学時代 よ り優れ た経 済学者 を輩 出 したが
,

創立 当初,学 部 の基礎 を築 かれ た先生方 の うち,生 存 され る先生 方の最後 の一人 にな ら

れ たのが.恐 らく小 島昌太郎先生 だ ったであろ う。 その小 島先生 が御逝 去にな って,京

大経済学部 は完全 に二世 の時代 に入 った のである。 学部創立 いらい六十年 の歴 史は波 瀾

変革 の歴史 であ ったが,経 済学部 の諸先生方 はよ く時代 を洞 察せ られ1ま た時 には時 代
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を先取 りせ られ て,新 らしい学風 を樹立 し,孜 孜 として研学 の道を歩んでい られ るので

あ る。そ の成果は まこ とに瞠 目すべ きものがあるが,こ の ことは先 生方 自身の努力研鑽

に よるとはい え,先 輩先生方 の築かれ た学 問的基礎 がな くては,容 易にな し得 なか った

ところで はなか ろ うか。小島先生 の御逝去 に会 い,改 めて先生 への尊敬 と感謝を禁 じえ

な いのである。




